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　　The　preserlt　surveys　aimed　at　obtaining　information　on　the　status　of　dietary　life　of　kinder－
garteners　used　a　questionnaire　method　covering　1，038　children　consisting　of　1310f　3　years，4520f
4years　and　4550f　5　years　from　7　kindergarteners　in　Niigata　city　in　mid－July　1977，　　　　　　’
　　The　results　are　summarized　as　follows：
　（1）About　63％of　all　children　were　in　good　health．　Incidence　of　dental　caries　ranged　from
　　　79・1　（3year・01d）　to　86・2　（5　year・old）％and　percentage　of　breast　feeding　from　13・9　（3　year・
　　　old）　to　17．2　（5　year・old）％．
　（2）　Children　who　took　breakfast，　cow’s　milk　or　green　and　yellow　vegetables　every　day　ac・
　　　ounted　for　85％，50％and　39％’，　respectively，　of　the　three　age　groups．
　（3）　As　age　progressed，　problems　involving　dietary　amounts　decreased　and　the　telldency　to　be
　　　choosy　about　foods　increased．
　（4）　The　four　dishes　best　liked　by　the　children－curry，　har直burger，　spaghetti　and　ste斌r－agreed
　　　with　the　four　most　often　prepared　by　their　mothers；52．0％ofthe　mothers　cooked　meals，
　　　primarily　with　their　children　in　mind．011　the　other　hand，　topping　the　list　of　dishes　disliked
　　　by　the　children　were　nimono（boiled　cooking）and　sunomono（cooking　with　vineger）．　Ge－
　　　nerally，　meat，且sh，　eggs　and　ham　are　liked，　vegetables　are　disliked．
　（5）　Nutritional　balance　was　best　in　supper　and　worst　in　lunch．
　（6）　The　mothers　have　acquired　the　knowledge　on　chi正d’s　dietary　life　largely　through　th6　mass
　　　iledia　and，　to　a　lesser　extent，　by　their　own　mothers’guidance．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jap．　J．　Nutr．，38（5）231～240（1980）
　緒　　　　　言
　幼児期における食生活は，幼児の健康づくりの基本であるのみならず，この時期に形成される食嗜好や食習
慣は，その児のその後の食物摂取に影響し，生涯の健康の礎ともなることが明らかにされつつある1）N3）。幼児
の食生活はその生育環境に影響されるが，今日の幼児を取り巻く食環境は必ずしも健全ではな一く4）5），・したが
って，幼児期の食生活指導の意義はいよいよ強調されるものと思われる。著者らは幼児栄養に関し系統的研
究6）一’8）を行っているが，栄養指導の方途を具体的に探索するために，新潟市幼稚園児の食生活の実態把握を企
図した。本篇では3～5歳児の食生活め概要を年齢別に把握し，続いて第2，3報では幼鬼期の完了期と考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
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られる5歳児について，家族形態・母親の生活状態の別及び園児の健康状態などの観点から，食生活の傾向と
澗題点の検討を試みた。
　調　査　方　法
　（1）調査対象
　新潟市には公立5園，私立37園の幼稚園があるが，対象幼稚園は，新潟市のおおよその実態が把握できるよ
う居住環境別ならびに公私立別の配慮をして，市の中心部より3園，周辺部より4園，また公立3園，私立4
園を選定し，これら7園の全園児を対象とした。年齢別対象児数と回収率を表1に示す。
表1調査対象児数ならびに回収率
項　　目 3歳児 4歳児 5歳児 計 平均回収率　（％）
公立幼稚園（名）
私立幼稚園（名）
16（16）
115　（133）
168（180）
284　（327）
147　（153）
308　（355）
331　（　　349）
707　（　815）
94．8
86．7
計 131　（149） 452　（507） 455　（508）　　　　1，038　（1，164）89．2
平均回収率（％） 87．9 89．2 89．6 89．2
注：（）内は調査依頼数。
　（2）　調査時期・方法
　1977年7月中旬に，対象幼稚園の学級主任を通して対象児の保護者に調査票への記入を依頼し，1週間以内
に回収した。
　（3）調査内容
　家庭状況，健康状態，食事歴，現在の食事状態，家庭の食事作りと食事指導，幼児食に関する知識の修得及
び調査当日1日の食物摂取頻度状況（摂取した食晶群に○印を記す簡便法）等，幼児の食生活のほぼ全容を具
体的に把握すべく調査項目を設定した。得られた成績は年齢別に百分率で表わし，x2検定により有意差の有
無を検討した。なお，食事内容のバラソス評価は新潟県栄養士会案9）に従い，1日の食事内容を6つの基礎食
品に合わせて1群当たり1点（但し，3群については植物性たん白質食品のみの摂取の場合は0．5点を配す）
として，5段階に分けて評価した。すなわち6群を全部摂取している場合を「大変よい」（6．0点）とし，次い
で「もう一息です」（5．5～5．0点），「少し工夫がいる」（4．5～4．0点），「早くなんとかしたい」（3．5～2．　5点），
「困る」（2．0点以下）の5段階である。
　調査結果及び考察
　（1）対象児の家庭状況
　対象児の家庭の大多数が核家族（76．1％）で，父親は常用勤労者（70．9％），母親は専業主婦（67．9％）で
あり，兄弟がおり（88．0％），対象児が幼稚園から帰った後は母親が世話をしている（86．3％）。
　（2）　対象児の健康状態
　表2に示すごとく，対象児のうち丈夫であると答えたのは3歳児は62．3％，4歳児は62．2％，5歳児は63．3
％oで，さしたる年齢差は見られなかったが，その他の健康上の訴えを持っている子の比率については若干年齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
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項 目 3歳児 4歳児 5歳児
身体状藷蕪漏
　　　　し
　　　　　なんとなく体が弱い
　　　　　現在病気にかかっている
62．3
30．7
4．4
0．4
2．0
62．2
25．6
8．　8
2．7
3．3
63．3
26．3
3．2
4．4
2．7
　　　　催翻：齢 79．120．9
15．7
36，5
44．4
81．0
19．0
18．8
49．　9
35．3
86．2
13．8
27．4
53．6
44．9
表3乳児期・離乳期の食事歴 （単位：％）
項 目 3歳児 4歳児 5歳児
養養養し栄栄栄な乳合工入母混人記～　養　栄　の　期　睨　孚 13．9
46．2
37．9
2．1
15．0
38．9
45．9
0．4
ユ7．2
40．2
41．9
0．9
たたし
つっ、か
しなくかなまいうくま弦入口り季ま離あ記　　況　状　の　期　乳　離 79．6
20．4
0
84．8
14，5
0．6
86．6
12．5
0．9
注：母乳栄養については，調査の時に出生後の月数を示さずに質問した成績である。
差が見られた。虫歯の罹患率は3歳児の79．1％から5歳児の86．2％へと漸増しているが，昭和53年度学校保健
統計調査による4～5歳児の87．53％に比し若干低い。また，歯みがきの習慣は，食後及び就寝前のそれは年
齢と共に漸増し，5歳児ではそれぞれ27．4％，53．6％に至っているが，いずれも低率であり，習慣化の困難性
がうかがわれる。
　（3）　乳児期・離乳期の食事歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　表3に示すように乳児期の栄養iは，混合・人工栄養が多く，母乳栄養は3歳児13．9％，4歳児15．　0％，5歳
児17，2％で，年齢と共に減少傾向が見られた。本調査では出生後の月数を指定せずに乳児期栄養について設問
したため，母乳栄養の比率が低く他の調査成績と同列に比較することが出来ず，不備であったことを原省して
いる。離乳期の状況は，3歳児の79．6％，4歳児の84．　8％，5歳児の86．6％は順調に経過したが，順調でなか
った対象児は年齢と共に漸増傾向がうかがわれた。
　（4）対象児の食事状況
　食事状況を総括したのが表4，5である。食事の量については，よく食べる対象児は3歳児の43．3％から5
歳児の56．9％まで，年齢に伴い漸増している。一方，少食とむら食いの傾向は，年齢に伴い漸減し，成長と共
に食事の量的な問題は徐々に望ましい方向に移行して行くように推測される。
　次に，朝食を毎日摂取する対象児は3歳児の78．1％から5歳児の88．3％へ漸増している。一方，毎日摂取し
ない対象児が5歳児の11．7％から3歳児の21，9％までおり，その主な理由は「食欲がない」，「習慣として食ぺ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
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表4食事の量
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（単位：％）
”項 目 3歳児 4歳児 5歳児
ま’粋驍髟絜ﾘる
少　食　で　あ　る
むら食いの傾向がある
43．3
29．1
29．2
48．3
30．0
22．9
56．9
24．8
21．2
注：よく食ぺる方であるには，食欲があってよく食べると与えられたものは大体食べるの両者を含む。
　　　　　　　　　　　　　表5朝食，牛乳，緑黄色野菜の摂取状況　　　　　 （単位：％）
項 目
朝　　食 牛　　乳 緑難野蒙
3歳児　4歳児　5歳児　　3歳児　4歳児　5歳児　　3歳児　4歳児　5歳児
毎日摂取する　　78．1　8名9．　88．3
時々摂取する　　18．0　11．9　10．9
殆んど摂取しない　　　3．9　　0．2　　0．8
50．5　　　　51．9　　　　49．4
37．4　　　39．9　　　　41．5
12．1　　　　7．9　　　　8．8
36．4　　37．6　　43．5
51．6　　　56。0　　　51．5
12．0　　　6．1　　　4．9
ない」，であった。
　牛乳の毎日摂取（摂取量は問わず）は年齢差なく約50％見られ，一方，殆んど摂取しない対象児は4歳児の
7．　9％から3歳児の12．1％までおり，摂取しない理由は「牛乳アレルギーだから」と，「好きでないから」が殆
んどであぢた。’一　一　’…　　　　一・一　　　　　・一・一　　一
　緑黄色野菜を毎日摂取する対象児は3歳児ρ36．4％から5歳児の43．5％まで年齢と共に漸増し，一方，殆ん
ど摂取しない対象児は3歳児の12，0％から5歳児の4，9％へ漸減しており，摂取しない理由は「嫌いだから」
が多い。
　これら朝食，牛乳及び緑黄色野菜の摂取に関しては食事担当者の心遣いが反映されるものと思われ，幼児食
への意識の啓発を促す努力が必要であろう。
　（5）間食の与え方とその内容
　間食の時間を大体決めている対象児は3歳児57．2％，4歳児64．7％，5歳児61．2％であり，間食の時間を決
めていない対象児のその理由は「欲しがる時に与えるから」が53．2～65，1％，ついで「欲しがらない」，「自由
に食べられるようにしてあるから」が各7．・6～12．4％見られた。
　間食として与える食品は表6に示すように，各年齢共に上位は果物とせんべいであり，調査時が夏季のため
ジュース，アイスクリームがこれに続き，さらに5位以下にクッキー類，あめ，チョコレート，牛乳，パソ等
ゐミあげられ，いずれも市販晶が殆んどであらた。
　（6）食べ物の好き嫌いについて
　対象児の食べ物の好き嫌いについての調査は自由回答方式で行い，その結果を表7，8に示す。好き嫌いが
ないのは5歳児の20．5％，4歳児の19，9％から3歳児の37．3％まで見られ，年長児が3歳児に比べて有意に
少ない。偏食の始発年齢は自我意識の発達する3歳頃より多くなるが1°），一般に幼児に好き嫌いが多いのは，
発育発達に伴う各種栄養素に対する身体的要求の変化，情緒の発達や味覚の分化過程にあることなどが関係し
ている11）といわれ，対象児の場合も例外ではないように思われる。
　食品の好き嫌いについては，好きな食品は動物性食品が上位で各年齢共に肉，魚介，卵，ぐムの順に好み，
嫌いな食品は野菜類が主でピーマソ，ねぎ，トマト，人参などである。菓子類についてはチョコレート，せん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
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表6間食としてよく与える食品 （単位：％）
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No．
3歳犀 4歳児 5歳児
食 品 名　　頻度 食 品 名　　頻度 食 品 名　頻度
果　　　　　　　　　物
せ　　　ん　　　べ　　　い
ジ　　　ュ　　　　　　　ス
ア　イ　ス　ク　リ　ー　ム
あ　　　　　　　　　め
チ　　ョ　コ　　レ　ー　　ト
クッキー一・ビスケット
ノミ　　　　　　　　　　　　　ソ
牛　　　　　　　　　乳
プ　　　　　リ　　　　　ソ
48．9
40．5
34．4
26．7
11．5
10．7
8．4
6．9
6．9
6．9
　　一殉竺
んス「一コ
　　イキュ。　　　ツ 52．7
42．7
35．4
16．1
12．2
9．5
7．5
6．4
4．9
4，9
　p飲ケ　ク　　ビんス　　　［　イユキ　　　ツ
一レコヨ
菓クツナ
49．2
43．3
36．3
20．0
19，9
12．1
9，9
8，4
7，0
5，5
計　　延21種類 延27種類 延29種類
注：1人3種類記入させたもの（自由回答）。
　　　　　　　　　　　　　　表7食べ物の好き嫌いについて
項 目 3歳児 4歳児 5歳児
好き嫌iいカミない
嫌いなものがある
37．3
62．7
19．9＊
80．1
20．5＊
79．5
＊：3歳児との間にP＜0．01で有意差あり。
表8　料理の好き嫌いについて （単位：％）
好きな料理 嫌いな料理
No． 3歳児 4歳児 5歳児 3歳児 4歳児 5歳児
料理名 婬料理名謹料理名楚料理名婬料理名翌糎名楚
1　カレーライス47
2　ハソバーグ44
3スパゲティ12
4　シ　チ　ュ　ー12
5　ラ　ー　メ　ソ7
カレーライス49
ハソパーグ44
シ　チ　ュ　ー17
スパデティ15
チャーハソ10
27754ユダ菜物物しラ野　
の
サ生煮酢浸
43940
スグィ一ソ剛嬬怨カハスシチ 煮　　　　物14煮
酢　の　物9酢
サ　　ラ　ダ7油
野菜油妙め5煮
刺　　　　身4刺
の妙
物15
物6
め5
魚3
身3
計　延23種類 延43種類 延40種類 延11種類 延24種類 延27種類
注：1入3種類記入（自由回答）。
べい，あめ，ケーキ，アイスクリームの順に好み，他方，館を主原料とする和菓子類を嫌う傾向が見られた。
1いずれもこれまでの諸氏の調査成績11）N13）とおおむね一致している。
　料理の好き嫌いについては各年齢児共ほぼ共通して，肉・油脂類を用いるカレーライス，ハソ・ミニグ，シチ
ューﾈど洋風料理，ついで中華風料理を好み，煮物，酢の物など和風料理を好まない傾向が観察された。’とく
にどの年齢児もカv一ライスへの嗜好が第1位であったが，幼児ぷカv－－tlZ対し強い嗜好を示すことは既に報
告14）N16）されている。なお荒井ら17）の幼動物を用いた実験の範囲では，ヵジー粉の相当量を飼料に混ぜても特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
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別の悪い影響は観察されなかったという。
　（7）食事作リと食事指導について
　対象児の家庭で食事を作る人は母親が90・7％，ついで祖母の5．9％であり，また子供中心に食事を作る家庭：
が52．0％見られた。子供のためによく作る料理（表9）は年齢差なく，先の表8に示す対象児の好きな料理と
表9子供のためによく作る料理 （単位：％）
3歳児 4歳児 5歳児
No．
料理名 頻度 料理名 頻度 料理名 頻度
12345 カレー一ライス
ハソバーグ
シ　チ　ュ　ー
チャPtハソ
スパゲティ
22850 カレーライス
ノ、ソノミーグ
シ　チ　ュ　ー
スパゲティ
チャーハソ
40744 カレーライス
ノ、ソノミー　グ
シ　チ　ュ　ー
スパゲティ
チャーハソ
計 延27種類 延42種類 延40種類
注：1人3種類記入（自由回答）。
　　　　　　　　　表10食事指導について（子供がいやがって食べない時） （単位：％）
No． 項 目 噛3歳児 4歳児 5歳児
きげんをとって食べさせる
わがままをたしなめる
放っておき食べるのを待つ
食　べ　さ　せ　な　い
調理の工夫をする
そ　　　　の　　　　他
22．3
18．7
．24．8
　9．7
12．9
11．4
17．3
37．6
－20．6
　8．9
20．3
　6．0
14．6
37．4
17．8
10．5
24．0
9。4
注：2項目以上選択したものがあり，100％にならない。
おおむね一致していた。子供が好むから作るのか，頻回に作るので子供が好むようになるのか，この辺の因果
律を知ることにより幼児の嗜好育成の手がかりが得られるように思われる。さらに，母親が子供にぜひ食べさ
せたいと思う食品は延12～22種類に及び，いずれも発育期栄養に必須の食品であるが，上位は緑黄色野菜であ、
った。
　次に，食事指導に関しては，子供がいやがって食べない時の母親の対応の仕方（表10）は，年齢別に若干異
同が見られ，3歳児では「放っておく」と「きげんをとって食べさせる」の両極端の対応が上位であり，年長
児ではこれら2項目はやや減じ，「わがままをたしなめる」と「調理の工夫をする」が上位であった。また，
食事作法を教えている母親は3歳児86．8％，4歳児93．0％，5歳児94。9％で，その内容は食べる時の姿勢，食
べ方，箸の持ち方，茶碗の持ち方の順になっている。
　（8）食物摂取頻度状況とそのバランス評価
　夏季の1日の食物摂取頻度状況とそのバラソス評価についてまとめたのが表11，12である。
　④　エネルギー源食品の摂取状況：
　穀類については朝・夕食は米，昼食はパソ・めん類が多い。いも類は夕食に主に摂取されている。油脂類ば
食事別の摂取頻度の差が少なく，エネルギー源食品のうちでは特異的であった。
　㈲　たん白質源食品の摂取状況：
（6）
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（単位：％）
5歳児
Vol．38　No．5
表郵1夏季の1日における食物摂取頻度状況
目 3歳児 4歳児項No．
■
米
麦　　も
パめ小
1
い2
脂油　　豆3
4
介
類　　類　　類　
魚　　肉　　卵5
6
7
乳8
草　　魚海　　小9
10
縁黄色野菜
その他の野菜
11
12
実果13
（7）
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表12　1日の食事のバランス評価
栄養学雑誌
（単位：％）
項 目 3歳児 4歳児 5歳児
朝食のバラソス
昼食のバラソス
夕食のバラソス
大変よい（6．0点 ）
もう一息です（5．5～5．・0点）
少し工夫がいる（4．5～4．0点）
早くなんとかしたい（3．5～2．5点）
困　　　　　　る（2．0点以下）
記　　入　　な　　し
大変よい（6．0点）
もう一息です（5，5～5，5点）
少し工夫がいる（4．5～4．0点）
早くなんとかしたい（3．5～2．　5点）
困　　　　　　　る（2．0点以下）
記　　入　　な　　し
大変よい（6．0点）
もう一息です（5．5～5．0点）
少し工夫がいる（4．5～4．0点）
早くなんとかしたい（3．5～2．5点）
困　　　　　　　る（2．0点以下）
記　　入　　な　　し
　豆類は夕食に多く，昼食に少なく，また年齢に伴い漸増している。魚介類は朝・昼食には少なく，夕食に多
く，肉類は朝食から夕食へと漸増し，また年齢に伴い漸増している。卵類は朝食に最も多く摂取され，しかも
年齢差も低い。
　㈲　ミネラル・ビタミソ源食品の摂取状況：
　乳類は3歳児は朝食に，4・5歳児は昼食に多く摂取し，夕食における摂取頻度がいずれも最も低い。海草
類は朝食に，小魚類は夕食に主に摂取されているが，いずれも摂取頻度は低値である。緑黄色野菜は夕食に最
も多く摂取され，また3歳児の摂取頻度が毎食最も低い。その他の野菜は緑黄色野菜よりも頻回摂取され，夕
食における摂取頻度が最も高い。果実類は間食に最も多く摂取されている。
　ω　1日の食事のバラソス評価：
　朝・昼食は4・5～4・0点，夕食は5・5～5・0点の対象児が最も多かった。6・0点の対象児は低率ながらも夕食に
最も多く，一方，2・0点以下の対象児は夕食に最も少なく，総じて夕食のバラソスが最も良いといえよう。昼
食のそれは朝食に比べ5・5～5・0点群が少なく，逆に2・　0点以下が多く，おおむね低位であった。夏季のため食
欲の減退もあって，家庭で昼食を簡単に済ませる傾向があるように推測される。
　9．子供の食事に関する母親の知識修得について
　対象児の母親の子供の食事に関する知識の修得は表13に示すように，新聞・雑誌の記事からが最も多く，次
いで母からの家庭教育，テレビ・ラジオの番組からの順となっている。学校教育での修得をあげる対象は低率
であった。このことからも栄養教育におけるマスコミの影響と，家庭の中での母親の役割を改めて認識させら
れる。
　以上のごとく，新潟市幼稚園児1，038名についての食生活実態の概要は，おおむね幼児期の特性として認め
あれる現象であることがうかがわれたが，時代の趨勢を反映していると思われる現象も若干指摘された。すな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
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表13子供の食事に関する知識の修得について （単位；％）
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項 目 3歳児の母親 4歳児の母親 5歳児の母親
一｛1覗
保　健所　の　指　導
幼　稚　園　の　指導
婦人会・公民館等の活動
ラジオ・テレビの番組
新聞・i雑誌の記事
書　　　　　　　　物
そ　　　　の　　　　他
1．1
6．5
15．8
2．0
41．1
6．7
6．5
ユ8．9
12．8
3．5
45．4
5S．3
36．7
12．4
2．5
8．4
15．2
4．9
56．3
7．1
2．4
14．6
14．3
1．3
37．0
61．2
30．7
11．　3
1．5
7、1
13．6
4，6
．47．6
5．3
3．7
11．3
14．1
2．5
39．1
60．3
27．7
8．6
注：3項目選択としたが，1項目あるいは2項目を選択したものもあり，300％にはならない。
わち，朝食欠食児の存在，動物陛食晶や洋風料理への強い嗜好，野菜類とくに緑黄色野菜を嫌いかつその摂取
頻度の低いこと，伝統的な和風料理の敬遠，そして比較的高い虫歯罹患率などである。さらに，幼児の好む料
理と母親のよく作る料理の一致が認められた。幼児期ま味覚や嗜好の形成期であり，家族共有の摂食パターソ
の中で体得されて行き，その経験した味覚は生涯を通して定着するもの18）と推測されている。幼児の好みを尊
重しつつも，この時期に食べさせなければならない食べ物や料理を，調理の工夫と食卓の雰囲気づくりによっ
て幅広く体験させるよう，母親の配慮が望まれ，また，この実践には母親の生活時間のゆとりが問題となるよ
うに思われる。
　母親の意識啓発の方途探索のためには，母親の生活状態や家族形態とのかかわりの中で，幼児の食生活の実
態把握がなされなければならないものと思考されるので，引き続き第2報においてその間の分析を試みたい。
　要　　　　　約
　新潟市幼稚園児の食生活実態調査を，3～5歳児1，038名を対象として，1977年7月中旬に実施し，次の結
果を得た。
　1）対象児の健康状態は丈夫である子は62，2（4歳児）～63，3（5歳児）％の範囲であった。虫歯罹患率は
79．1（3歳児）～86．2（5歳児）％であった。
　2）母乳栄養児率は13。9（3歳児）～17．・2（5歳児）％と低率であり，離乳はおおむねが1頂調であった。
　3）朝食の毎日喫食は平均85％，牛乳の毎日飲用は平均50％，緑黄色野菜の毎日摂取は平均39％であった。
　4）食事状況は少食とむら食いの傾向は年齢と共に漸減し，おおむねよく食べるようになっている。食べ物
の好き嫌いのない対象児は年齢と共に減少し，概して肉，魚介，卵等の動物性食晶を好み，野菜類を嫌い，洋
・中華風料理を好み，和風料理を敬遠する傾向が観察された。
　5）間食はほぼきめられた時間に与えられ，果物，せんべい，冷藁，ジュースの順によく供されている。
　6）食物摂取頻度状況は朝・夕食は米，昼はパソ・めん類が多く，卵，乳，海草類が朝食に多く摂取される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
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他は，大方の食品の摂取頻度は夕食において最も高い。食事のバラソス評価では夕食が良好で，昼食が低位で
あった。
　7）母親は，52．O％が子供中心に食事を作り，子供の食事指導は「わがままをたしなめる」が1／3，「放って
おく」，「調理の工夫をする」，「きげんをとって食べさせる」等が約1／5ずつあり，91．6％が食事作法を教えて
いる。
　母親の子供の食事に関する知識の大半はマスコミ関係から，ついで自らの母親の家庭教育から修得し，学校
教育からの修得は低率であった。
　本研究についてご懇篤なご指導とこ校閲を賜わりました日本総合愛育研究所の武藤静子先生に厚く御礼申し
上げます。また，調査の実施に際しご協力いただきました新潟市福祉課笠原里子氏，対象幼稚園及び対象世帯
の方々に深謝申し上げます。
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